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財政状況をお知らせします
決算
報告

平成18年度　北秋田市の一般会計、特別会計

財政状況をお知らせします
　
平
成
18
年
度
の
北
秋
田
市
の
決
算
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
２
４
１

億
３
５
１
１
万
６
６
３
２
円
、
歳
出
２
３

７
億
１
１
２
０
万
５
２
８
１
円
で
、
差
し

引
き
４
億
２
３
９
１
万
１
３
５
１
円
の
剰

余(

余
り)

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業

に
充
て
る
た
め
の
財
源
６
８
９
万
９
０
０

０
円
を
除
い
た
実
質
収
支
で
は
、
４
億
１

７
０
１
万
２
３
５
１
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

  

　
予
算
と
は
、
１
年
間
の
収
入
（
歳
入
）

と
支
出
（
歳
出
）
に
関
す
る
見
積
り
を
ま

と
め
た
「
計
画
」
の
こ
と
で
す
。
決
算
と

は
、
実
際
の
収
支
を
ま
と
め
た
「
実
績
」

に
当
た
り
ま
す
。 

　
予
算
に
は
「
一
般
会
計
」
と
い
う
福
祉

や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
、
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
会
計
と
、
「
特
別
会
計
」
と

い
う
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
、

一
般
会
計
と
区
分
す
る
必
要
が
あ
る
特
定

事
業
の
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

　
各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や
そ
の
概
要

は
、
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

※
水
道
事
業
、
阿
仁
病
院
事
業
会
計
を
除

い
て
い
ま
す
。 

予
算
・
決
算
と
は 

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した社会生

　活を保障するために使ったお金です。 

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選挙、監

　査事務など市の総括的な事務に使ったお金です。 

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの整備や

　除排雪経費を含む維持管理に使ったお金です。 

■公債費：国などから借入れたお金(市債)の返済など

　に使ったお金です。 

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健体育な

　ど、教育各般に使ったお金です。 

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、健康

　で衛生的な生活環境を保つために使ったお金です。 

■災害復旧費：災害によって道路や農地、山林などに

　生じた被害を復旧するために使ったお金です。 

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使った

　お金です。 

■消防費：消防や救急活動に使ったお金です。 

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。 

■商工費：商工業の振興や観光の振興などに使ったお

　金です。 

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さんに納

　めていただいたお金です。 

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交付され

　たお金です。 

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交付さ

　れた負担金、補助金などのお金です。 

■市債：特定の事業を行うために、国などから借り入

　れたお金です。 

■県支出金：特定の事業を行うために、県から交付さ

　れた負担金・補助金などのお金です。 

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のことを言

　います。事業を持ち越すことで必要になったお金も

　含みます。 

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受けた人

　に負担していただいたお金です。 

■使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票の交付

　など、特定の行政サービスを受けた人に負担してい

　ただいたお金です。　 

　※市民１人当たりの計算は、平成19年３月31日現在の人口39,602人(外国人登録者含む)を基にしています。 

　民生費 
52億6027万6645円 
　　　　　　22.2％ 

　公債費 
31億9646万 
　　　8392円 
　　　13.5％ 

　教育費 
36億3707万2162円 
　　15.3％ 

　総務費 
19億9610万 
　9762円 
8.4％ 
　　衛生費 
22億5488万564円 
　　9.5％ 

　　　その他 
議会費、労働費、 

商工費、消防費など 

43億4792万4789円 
　　　　18.3％ 農林水産業費 

15億24万6354円 
　　　　6.3％ 

歳出
237億1120万5281円 

　　土木費 
15億1822万6613円 
　　6.4％ 

歳　入 241億3511万6632円 歳　出 237億1120万5281円 

予算額 243億4343万6000円 

▼　市民１人当たりの税負担　71,850円　▼　 

固定資産税　38,792円 

　　　　　　　54.0％ 

　市民税 
　25,776円 
　　35.9％ 

　市たばこ税　5,546円　7.7％ 

　その他(軽自動車税、入湯税)　1,736円　2.4％ 

▼　市民１人当たりに使われたお金　598,738円　▼　 

福祉の充実に 

132,829円　 

　　　22.2％ 

 

市の借金返済に 

80,715円　 

　　13.5％ 

 　教育・文化に　91,841円　15.3％ 

　市の運営に　50,404円　8.4％ 

　健康づくり・きれいなまちに　56,939円　9.5％ 

　道路・公園等の整備に　38,337円　6.4％ 
農林業に　 
37,883円　6.3％ 

その他　 
109,790円 
　18.3％ 

平成18年度特別会計　決算額

会計区分 予 算 額  歳　　入 歳　　出 差引(歳入-歳出)
国民健康保険 

国民健康保険合川診療所 

老人保健 

介護保険 

介護サービス事業 

簡易水道 

農業集落排水事業 

下水道事業 

特定地域生活排水処理事業 

宅地造成事業 

坊沢財産区 

綴子財産区 

栄財産区 

沢口財産区 

七日市財産区 

米内沢財産区 

前田財産区 

阿仁合財産区 

大阿仁財産区 

38億9180万4000円 

3億8021万4000円 

52億1732万6000円 

37億5188万円 

1億2668万3000円 

9億1467万円 

3億1498万2000円 

22億7403万円 

3808万9000円 

3億545万8000円 

4174万4000円 

188万6000円 

325万3000円 

3000円 

233万4000円 

4114万5000円 

1億1961万9000円 

1124万3000円 

594万1000円 

174億4230万4000

42億510万5889円 

2億1082万3439円 

50億2344万3051円 

37億8784万8450円 

1億2335万2831円 

9億7260万7462円 

3億1205万9609円 

21億360万7293円 

3761万5623円 

13万円 

6730万4532円 

5829万4254円 

4136万8722円 

199万2082円 

2855万1337円 

4114万3038円 

1億1962万4122円 

1123万8335円 

593万6389円 

171億5204万6458円 

38億597万6566円 

3億5930万9225円 

50億2344万3051円 

36億8575万4927円 

1億2335万2831円 

8億5121万6266円 

3億1205万9609円 

20億9455万7293円 

3761万5623円 

3億424万8585円 

3982万8080円 

48万620円 

69万9850円 

0円 

52万5398円 

1076万9450円 

1380万68円 

391万8589円 

246万7782円 

166億7002万3813円 

3億9912万9323円 

△1億4848万5786円 

0円 

1億209万3523円 

0円 

1億2139万1196円 

0円 

905万円 

0円 

△3億411万8585円 

2747万6452円 

5781万3634円 

4066万8872円 

199万2082円 

2802万5939円 

3037万3588円 

1億582万4054円 

731万9746円 

346万8607円 

4億8202万2645円 合　　計 

地方交付税 
100億8210万5000円 
　　　　　　41.8％ 

　市税 
 

　 市債 
40億1020万円 
　　16.6％ 

国庫支出金 
17億6223万9947円 
　　7.3％ 

県支出金 
13億3286万7884円 
　　　　　　5.5％ 

　　　その他 
分担金・負担金、使用 

料・手数料など 

35億6594万6921円 
　　　　14.8％ 

繰越金 
5億3633万6149円 
　　　　2.2％ 

歳入
241億3511万6632円 

28億4542万 
　　 731円 
　 11.8％ 

用語の解説 

歳出 歳入 
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▲
　
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
土
偶
や
石
器
な
ど
が
出
土
し
ま
し

た
。
左
は
、
直
径
が
6.2
㎝
も
あ
る
大
き
な

耳
飾
り
。
独
特
の
三
叉
文
が
特
長
的
で
す 

▲

縄
文
人
の
暮
ら
し
と
世
界
観
の
解

明
に
向
け
て
〜
伊
勢
堂
岱
遺
跡

調
査
最
終
年
度
と
な
っ
た

森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡
群

発
掘
の
成
果
を
も
と
に
、
小
又
川

流
域
の
集
落
の
変
遷
を
明
ら
か
に

　
今
年
度
、
秋
田
県
内
で
は
33
件
の
遺
跡

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
報
告
会
は
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
市
民

に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
遺
跡
か
ら
解
き

明
か
す
秋
田
の
歴
史
に
関
心
を
も
っ
て
も

ら
お
う
と
県
教
育
委
員
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
報
告
と
合
わ
せ
、
出
土
品
や
調
査
の

様
子
が
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
の
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
は
、
約

２
０
０
人
の
市
民
が
聴
講
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
26
日
は
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、

市
教
育
委
員
会
の
担
当
職
員
が
、「
〜
よ
み

が
え
る
縄
文
の
聖
地
」と
題
し
、
史
跡
・
伊

勢
堂
岱
遺
跡
の
今
年
度
の
第
14
次
調
査
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

　
同
遺
跡
は
、
平
成
７
年
に
、
大
館
能
代

空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
中
に
発
見
さ
れ

た
縄
文
時
代
後
期
（
約
４
千
年
前
）
の
遺
跡
。

こ
れ
ま
で
、
４
つ
の
環
状
列
石
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
平
成
13
年
に
は
国
の
史
跡
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
環
状
列
石
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
の
う
ち
、
最
も
南
側
に
位
置
す
る
環
状

列
石
Ｄ
の
本
体
を
対
象
と
し
て
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
土
器
を
逆

さ
ま
に
埋
め
て
、
そ
の
周
り
を
石
で
囲
っ

た
土
器
埋
設
遺
構
な
ど
も
新
た
に
発
見
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
土
器
は
底
が
割
ら
れ
、
破
片
も
見

つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、「
遺
骨

が
入
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
分
析
し

て
調
べ
て
み
た
い
」と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
多
く
の
発
見
が
あ
っ
た
中
で
、

祭
祀
に
関
わ
る
石
剣
や
鐸
形
土
製
品
、
三

脚
石
器
な
ど
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
用
途

が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
触
れ
、「
こ

の
よ
う
な
特
有
の
道
具
が
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
や
、
自
然
と
共
生
し
て
い
た
こ
と
か

ら
縄
文
人
は
、
世
界
に
例
を
み
な
い
独
特

の
世
界
観
を
持
っ
て
い
た
」こ
と
や
、
縄
文

人
が
世
界
史
的
に
見
て
も
優
れ
た
文
化
を

形
成
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。 

            

　
最
後
に
、
今
年
度
遺
跡
北
側
の
杉
木
立

を
伐
採
し
、
鷹
巣
盆
地
や
白
神
山
地
方
向

へ
の
眺
望
を
良
く
す
る
事
業
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、「
当
時
の
人
々

が
、
天
体
の
運
行
や
白
神
山
地
な
ど
の
山

並
み
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
か

も
し
れ
な
い
」と
、
今
後
の
調
査
が
縄
文
人

の
精
神
世
界
解
明
に
近
づ
く
こ
と
へ
の
期

待
を
込
め
、
報
告
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。  

　
伊
勢
岱
遺
跡
の
報
告
に
続
き
、
大
湯
環

状
列
石
、
古
代
城
柵
「
払
田
柵
」
、
横
手
市

の
金
沢
城
跡
、
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
大

仙
市
の
沖
田
遺
跡
に
つ
い
て
市
や
県
の
担

当
者
が
そ
れ
ぞ
れ
今
年
度
の
調
査
の
概
要

に
つ
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た 

　
ま
た
、
資
料
展
示
室
や
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

に
は
、
各
遺
跡
の
代
表
的
な
出
土
品
が
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、
発
掘
時
の
よ
う
す
を
写

真
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
、
遺
跡
関
係
者
ほ

か
市
民
ら
も
、
関
心
を
も
っ
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。 

    

　
２
日
目
の
27
日
に
は
、
森
吉
山
ダ
ム
関

連
遺
跡
群
の
調
査
成
果
の
報
告
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
午
後
か
ら
は
、
研
究
者
に
よ
る

古
代
の
秋
田
の
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
が
開
か
れ
、
歴
史
フ
ァ
ン
ら
が
耳
を

傾
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
平
成
７
年
に
発
掘
調
査
が

始
ま
り
今
年
度
で
調
査
が
終
了
す
る
森
吉

山
ダ
ム
関
連
遺
跡
群
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
４
年
に
ダ
ム
地
内
の
遺
跡

の
所
在
を
確
か
め
る
分
布
調
査
が
始
め
ら

れ
た
こ
ろ
は
、
小
又
流
域
に
は
ま
だ
４
遺

跡
し
か
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

調
査
を
進
め
る
に
つ
れ
遺
跡
の
数
が
増
え

て
い
き
、
最
終
的
に
61
カ
所
の
遺
跡
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

ダ
ム
建
設
に
よ
っ
て
水
に
沈
む
遺
跡
、
堤

体
工
事
で
壊
れ
る
51
遺
跡
の
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
今
年
度
が
調
査
の
最
終
年
度
と

な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
は
じ
め
に
県
の
担
当
者
が
、
「
森
吉
家

ノ
前
Ａ
遺
跡
」「
向
様
田
Ｄ
遺
跡
」
に
つ
い

て
、
市
の
担
当
者
が「
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡
」の

調
査
成
果
を
報
告
し
た
あ
と
、
ダ
ム
関
連

遺
跡
群
の
13
年
間
の
発
掘
の
歩
み
と
成
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
森
吉
家
ノ
前
遺
跡
は
、
平
成
14
・
15
年

の
２
ヵ
年
に
わ
た
る
調
査
で
、
縄
文
時
代

か
ら
安
土
桃
山
時
代
ま
で
の
集
落
跡
や
墓

域
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
今
年
度
は

さ
ら
に
、
▽
15
棟
の
堀
立
柱
建
物
跡
が
見

つ
か
っ
た
▽
そ
の
近
く
に
は
南
北
に
連
な

る
13
基
の
井
戸
跡
が
あ
っ
た
▽
井
戸
内
か

ら
は
、
箸
や
下
駄
、
桃
の
種
な
ど
が
出
土

し
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
市
が
担
当
し
た
二
重
鳥
Ｂ
遺
跡

は
、
向
様
田
遺
跡
群
や
漆
下
遺
跡
の
そ
ば

に
あ
る
縄
文
時
代
前
期（
約
６
千
年
前
）、

中
期（
約
５
千
年
前
）、
後
期
の
集
落
跡
。
発

掘
を
担
当
し
た
市
教
委
の
担
当
者
は
、
今

年
度
、
▽
縄
文
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
跡

４
軒
が
ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
っ
た
こ
と
▽

中
期
終
わ
り
頃
の
遺
構
と
し
て
、
こ
の
時

期
東
北
地
方
に
特
有
の
複
式
炉
を
持
つ
竪

穴
住
居
跡
９
軒
が
見
つ
か
り
、
最
大
の
も

の
は
直
径
が
7.6
ｍ
で
壁
の
高
さ
が
90
㎝
と
、

こ
の
時
期
と
し
て
は
最
大
の
も
の
だ
っ
た

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
縄
文
時
代
後
期
後
半
で
は
、
竪

穴
住
居
１
軒
の
ほ
か
土
器
や
石
器
な
ど
の

捨
て
場
が
見
つ
か
り
、
そ
こ
か
ら
多
量
の

土
器
や
石
器
と
と
も
に
、
耳
飾
り
や
鳥
の

頭
部
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
土
製
品
が

出
土
、
そ
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
遺
跡
は
、
繰
り
返
し
集
落
が
営
ま
れ
た

場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
は
、

周
辺
遺
跡
の
調
査
成
果
と
の
比
較
検
討
を

行
い
、
小
又
川
流
域
の
縄
文
時
代
の
集
落

の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
北
調

査
課
の
小
林
課
長
が
森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺

跡
群
の
13
年
間
に
わ
た
る
調
査
に
つ
い
て

総
括
。
質
疑
応
答
で
会
場
か
ら
出
さ
れ
た

「
遺
跡
は
ダ
ム
の
底
に
沈
む
が
、
な
ん
ら

か
の
形
で
後
世
に
残
し
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
に
は
、
「
今
後
、
広
く
み
な
さ
ん
の

意
見
・
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
」と
、
答
え
て
い
ま
し
た
。 

▲遺跡に関心を持つ多くの市民が参観に訪れました 

▲二重鳥Ｂ遺跡では、複式炉を持つ竪穴住居跡が見つかりま

した。複式炉は縄文時代中期に特有の炉で、この時期、食文

化に何らかの変化があった可能性も指摘されています 

▲伊勢堂岱遺跡の環状列石Ｄで出土した土器
埋設遺構。土器の底が割られ、逆さまに埋め
られていました。納骨されていた可能性も 

む
か
い
さ
ま
だ 

ふ
た
え
ど
り 

ほ
っ
た
の
さ
く 

た
く 

県埋蔵文化財発掘調査報告会
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国民年金保険料市長日誌

◇
１
月
16
日
〜
31
日 

16
日
（
水
）
▽
県
道
河
辺
阿
仁
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
設
立

　
　
　
　
　
総
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
阿
仁
森
吉
商
工

　
　
　
　
　
会
新
春
交
流
会
に
出
席
（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
） 

17
日
（
木
）
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
管
理
者
会
議
に

　
　
　
　
　
出
席
（
米
代
流
域
衛
生
セ
ン
タ
ー
） 

18
日
（
金
）
▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会
に
出
席
（
秋
田

　
　
　
　
　
市
） 

19
日
（
土
）
▽
新
春
芸
術
文
化
協
会
交
流
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
松
鶴
） 

20
日
（
日
）
▽
幸
町
町
内
会
30
周
年
式
典
並
び
に
祝
賀
会
に
出

　
　
　
　
　
席
（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

21
日
（
月
）
▽
次
世
代
支
援
対
策
地
域
協
議
会
委
員
に
委
嘱
状

　
　
　
　
　
を
交
付
（
市
役
所
応
接
室
）
▽
新
年
度
予
算
査
定

　
　
　
　
　
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

22
日
（
火
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
）
▽

　
　
　
　
　
秋
田
県
北
部
特
定
郵
便
局
長
新
春
協
議
会
に
出
席

　
　
　
　
　
（
ホ
テ
ル
松
鶴
）
▽
鷹
巣
町
商
工
会
女
性
部
新
年

　
　
　
　
　
初
顔
合
せ
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

23
日
（
水
）
▽
市
民
病
院
用
務
の
た
め
上
京
（
東
京
都
） 

24
日
（
木
）
▽
企
業
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー
in
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
に
出

　
　
　
　
　
席
（
名
古
屋
市
） 

26
日
（
土
）
▽
新
春
「
秋
田
内
陸
線
談
義
」
に
出
席
（
阿
仁
山

　
　
　
　
　
村
開
発
セ
ン
タ
ー
） 

28
日
（
月
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
）
▽

　
　
　
　
　
第
１
回
北
秋
田
市
民
病
院
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
　
　
　
で
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

29
日
（
火
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
）
　

　
　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
日
沿
道
・
中
岱
橋
建
設
促
進
期
成
同

　
　
　
　
　
盟
会
役
員
会
及
び
総
会
に
出
席
（
ホ
テ
ル
松
鶴
） 

　
　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
新
年
会
に
出
席
（
ホ
テ

　
　
　
　
　
ル
松
鶴
） 

30
日
（
水
）
▽
３
商
工
会
三
役
と
の
懇
談
会
に
出
席（
む
ら
か
わ
）

　
　
　
　
　
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

31
日
（
木
）
▽
新
年
度
予
算
査
定
（
市
役
所
第
２
会
議
室
） 

市
長
日
誌 

◎ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
、
事
前
に
申
込

用
紙
を
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
、
将
来
の
保
険
料
を

定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
替
払
い
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
方
に

請
求
す
る
方
法
で
す
。 

【
申
し
込
み
の
受
付
】 

　
平
成
20
年
２
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。 

　
対
象
は
平
成
20
年
３
月
分
保
険
料
か
ら
で
す
。 

【
支
払
い
方
法
】 

　
毎
月
納
付
・
１
年
前
納
・
半
年
前
納
の
３
種
類
で
、

い
ず
れ
も
現
金
納
付
の
場
合
と
同
じ
保
険
料
額
で
す
。 

【
対
象
と
な
る
保
険
料
】 

　
「
定
額
保
険
料
」
及
び
「
付
加
保
険
料
込
み
の
定

額
保
険
料
」
で
す
。
保
険
料
の
一
部
を
免
除
さ
れ
て

い
る
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

【
申
し
込
み
方
法
】 

　
申
込
用
紙
「
国
民
年
金
保
険
料
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。
郵
送
も
で
き
ま
す
の
で
、
電
話
等
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

【
注
意
】 

※
金
融
機
関
や
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
直
接
ご
提
示
・
お
支
払
い
い
た
だ
く

方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
過
去
の
未
払
い
分
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

※
カ
ー
ド
会
社
へ
の
支
払
回
数
は
１
回
払
い
の
み
と

な
り
、
分
割
払
い
や
リ
ボ
払
い
等
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。 

　
平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
１
万
４
４
１

０
円
（
１
カ
月
分
）
で
す
。
平
成
19
年
度
の
保
険
料

よ
り
も
１
カ
月
３
１
０
円
増
え
ま
す
が
、
前
納
制
度

を
利
用
す
る
と
次
の
よ
う
な
割
引
が
あ
り
ま
す
。 

                      

※
平
成
20
年
度
保
険
料
前
納
の
申
込
み
は
２
月
29
日

ま
で
で
す
。
申
込
み
が
３
月
以
降
に
な
り
ま
す
と
登

録
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
　
鷹
巣
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

62 -

１
４
９
７ 

国
民
年
金
保
険
料
が
ク
レ
ジ
ッ
ト 

カ
ー
ド
で
支
払
い
で
き
ま
す 

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は 

お
ト
ク
な
前
納
割
引
で
！ 

 

 

 

納付方法 毎月 

１
万
４
４
１
０
円 

× 

12
カ
月 

年間 

17
万
２
９
２
０
円 

 

口座振替

割引額ѕ１

（申込必要）

クレジットカード納付

２月受付開始

（申込必要）

納付書

コンビニで�

も納付可能

年間

16万9300円

3620円の割引

年間

16万9850円

3070円の割引

年間

16万9850円

3070円の割引

１年前納 半年前納 毎月（早割） 

年間

17万960円

1960円の割引

年間

17万1520円

1400円の割引

年間

17万1520円

1400円の割引

年間

17万2320円

600円の割引

※「早割」とは当月末振替の口座振替のことです 

取扱いなし 

取扱いなし 

ア
イ
デ
ィ
ア
ひ
と
つ
で 

生
き
延
び
た
地
方
鉄
道
も 

　
中
田
会
長
が
「
内
陸
線
を
何
と
か
し

て
残
し
た
い
と
言
う
思
い
が
強
い
。
ア

イ
デ
ィ
ア
ひ
と
つ
で
生
き
延
び
た
地
方

鉄
道
も
あ
る
。
地
域
の
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
内
陸
線
を
再
生
さ
せ
る
可
能
性

を
探
る
機
会
と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

 

こ
の
あ
と
、「
宝
物
発
見
の
ヒ
ン
ト
を

探
ろ
う
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

丸
果
秋
田
県
清
果
社
長
・
高
橋
良
治
氏

と
株
式
会
社
九
州
屋
専
務
・
中
村
郁
男

氏
に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
両
氏
と
も
内
陸
線
の
存
続
と
活
性
の

た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
汗
を
流
す
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
肝
要
で
、
外
に
向

け
て
は
地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
戦
略

に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。 

   

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
元
気
に
す
る
会
」の
門
脇
光
浩
氏
、「
内

陸
線
の
存
続
を
考
え
る
会
」
、「
内
陸
線

エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
者
で
あ
る
佐
藤
信
夫
氏
、
大
森
光

信
氏
と
基
調
講
演
を
し
た
高
橋
、
中
村

両
氏
が
登
壇
。
パ
ネ
ラ
ー
の
話
題
提
供

に
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
意
見
等
が
出

さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
沿
線
地
域
の
活
動

に
つ
い
て
は
▽
乗
車
回
数
券
の
購
入
依

頼
を
拡
充
▽
地
域
温
度
差
の
解
消
▽「
乗

っ
て
残
す
」
実
践
の
強
化
が
必
要
等
の

意
見
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
観
光
利
用
増

に
向
け
て
は
▽
地
域
素
材
の
宝
物
は
沢

山
あ
る
が
、
そ
の「
売
り
方
」の
仕
組
み

作
り
の
強
化
が
重
要
▽
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、

イ
メ
ー
ジ
の
ア
ピ
ー
ル
が
弱
い
等
と
す

る
課
題
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
沿
線
地
域
の
足
と
し
て
残
し
、
そ
の

先
に
活
路
を
見
い
出
す
た
め
に
、
何
よ

り
も
地
域
住
民
の
乗
車
が
最
優
先
さ
れ

ま
す
。「
我
ら
が
内
陸
線
」の
意
識
を
高

め
、
地
域
を
挙
げ
て
の
実
践
を
積
極
的

に
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
寺
田
秋
田
県
知
事
は
１
月
28

日
の
定
例
会
見
で
、
内
陸
線
の
存
廃
に

つ
い
て
「
今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
住
民

と
対
話
し
な
が
ら
決
め
た
い
」
と
の
方

針
を
示
し
て
い
ま
す
。 

沿
線
地
域
の 

　
住
民
乗
車
が
最
優
先 

市民ら約180名が参加して活発な意見交換が行われた 

写真撮影：工藤寿さん（内陸線サポーター） 写真撮影：工藤寿さん（内陸線サポーター） 
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青
空
の
も
と
熱
戦
繰
り
広
げ
る

〜
第
１
回
北
秋
田
市
市
民
ス
キ
ー
大
会 

　
第
１
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
２
月
３
日
、

市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ
、
市
内
各
地
区
の

小
学
校
か
ら
大
人
ま
で
お
よ
そ
３
０
０
名
が
参
加
し
、

大
回
転
と
距
離
ス
キ
ー
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
一
般
ま
で
が
参
加

し
、
大
回
転
や
距
離
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
小
学
校
対

抗
男
女
の
リ
レ
ー
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
距
離

ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
沿
い
に
は
父
兄
ら
が
陣
取
り
盛
ん

に
選
手
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
距
離
の
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー
で
は
、
女
子
１
位
が

合
川
北
、
２
位
鷹
巣
中
央
、
３
位
鷹
巣
西
、
ま
た
、

男
子
１
位
は
合
川
西
、
２
位
鷹
巣
中
央
、
３
位
鷹
巣

と
な
り
ま
し
た
。 

善
男
善
女
が
厄
払
い
祈
願

　
２
月
１
日
、
市
内
各
地
区
の
神
社
で
無
病
息
災
を

祈
願
す
る
厄
払
い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
大
厄
は
、
早
生
ま
れ
を
含
む
昭
和
51
年
生

ま
れ（
33
歳
）の
女
性
、
同
42
年
生
ま
れ(

42
歳)

の
男

性
、
同
22
年
生
ま
れ（
62
歳
）の
男
性
の
方
た
ち
で
、

各
地
区
の
神
社
で
は
、
こ
の
一
年
の
厄
年
を
無
事
に

乗
り
切
れ
る
よ
う
、
宮
司
か
ら
お
祓
い
を
受
け
、
厄

除
け
を
祈
願
し
ま
し
た
。  

　
米
内
沢
神
社
な
ど
一
部
の
地
区
で
は
、
42
歳
の
男

性
を
中
心
に
33
歳
の
女
性
ら
で
実
行
委
員
会
を
組
織

し
、
62
歳
と
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
た
男
性
を
も
て
な

す
「
厄
払
い
行
事
」
が
代
々
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。  

　
ま
た
当
地
方
で
は
、
大
厄
と
さ
れ
る
33
歳
の
女
性

が
昔
な
が
ら
の
和
装
で
お
参
り
す
る
風
習
が
残
っ
て

い
ま
す
。 

〜
市
内
各
神
社
で
年
祝
い
行
事 

昔ながらの和装でお参りする女性が多数参加した 
鷹巣神社での厄払い行事 

倒れている稲わらを慎重に鎌で刈り取る 
ＪＡ鷹巣町青年部の米沢智剛部長 

今
年
の
作
占
い
は
﹃
平
年
作
﹄

〜
作
占
い
行
事
「
雪
中
稲
刈
り
」 

　
小
正
月
に
行
わ
れ
る
民
俗
行
事
「
雪
中
稲
刈
り
」

が
２
月
１
日
、
綴
子
地
内
の
大
太
鼓
の
館
前
で
行
わ

れ
、
今
年
の
稲
作
の
豊
凶
を
占
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
「
稲
」
は
、
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
稲
と
立
っ

て
い
る
稲
が
程
よ
く
分
か
れ
た
こ
と
か
ら
『
平
年
作
』

と
の
ご
託
宣
が
下
り
ま
し
た
。 

　
慎
重
に
刈
り
取
ら
れ
た
稲
を
、
JA
鷹
巣
町
組
合
員

で
篤
農
家
の
畠
山
喜
久
雄
さ
ん
は
「
立
っ
て
い
る
稲

と
倒
れ
て
い
る
稲
が
程
よ
く
分
か
れ
て
い
る
の
で
、

『
平
年
作
』
。
立
っ
て
い
る
稲
が
若
干
多
い
の
で
肥

料
の
バ
ラ
ン
ス
や
台
風
被
害
な
ど
に
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
占
い
ま
し
た
。 

　
関
係
者
は
「
肥
料
の
バ
ラ
ン
ス
や
台
風
等
に
気
を

つ
け
た
い
」
と
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。 

父母らがコース沿いで盛んに声援を送る距離競技 
悲
願
の
男
子
リ
レ
ー
初
Ｖ 

　
２
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で
５
日
間
の
日
程
で
新
潟
県

湯
沢
町
、
十
日
町
市
等
を
会
場
に
行
な
わ
れ
た
第
57
回

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
で
、
本
市
の
鷹
巣
農
林
高
校
が

一
昨
年
の
鹿
角
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
以
来
の
２
年
ぶ
り
２
度

目
の
男
子
総
合
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
女
子
で
は
米
内
沢
高
校
が
総
合
４
位
。
リ
レ
ー

で
も
８
位
入
賞
す
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。 

　 

 

　
男
子
15
キ
ロ
フ
リ
ー
と
10
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
、
近
藤
大
仁

君
が
２
位
に
大
差
を
つ
け
て
２
冠
を
達
成
。
ま
た
、
15
キ
ロ
フ
リ
ー

で
八
幡
竹
之
君
（
３
年
）
が
４
位
、
10
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
鈴
木

匠
君
（
３
年
）
が
９
位
に
入
る
な
ど
健
闘
し
ま
し
た
。
複
合
で
は

前
半
の
飛
躍
で
９
位
、
後
半
の
距
離
で
６
位
と
な
っ
た
加
賀
智
哉

君
（
３
年
）
が
７
位
と
入
賞
し
ま
し
た
。
　 

　
最
終
日
と
な
っ
た
６
日
の
男
子
40
キ
ロ
リ
レ
ー
は
、
３
走
で
ト
ッ

プ
に
立
ち
、
最
後
は
ス
プ
リ
ン
ト
対
決
と
な
っ
て
僅
か
0.3
秒
差
と

ゴ
ー
ル
前
の
競
り
合
い
を
制
し
、
悲
願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

同
校
は
総
合
成
績
で
２
位
の
北
海
道
北
照
高
校
に
大
差
を
つ
け
、

見
事
２
年
ぶ
り
２
度
目
の
男
子
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
７
日
に
市
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
た
優
勝
報
告
会
で
は
、
選

手
を
代
表
し
玉
造
貴
久
主
将
（
３
年
）
が
「
悲
願
だ
っ
た
リ
レ
ー

を
制
し
、
そ
し
て
総
合
優
勝
で
き
た
の
も
、
皆
さ
ん
の
ご
声
援
の

お
か
げ
。
こ
の
自
信
を
次
の
大
会
に
つ
な
げ
た
い
。
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
次
の
大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
ほ
か
、
女
子
の
米
内
沢
高
校
は
、
１
年
の
高
堰
美
里
さ
ん

が
、
10
キ
ロ
フ
リ
ー
で
１
位
、
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
で
は
２
位
に

な
る
な
ど
大
健
闘
。
リ
レ
ー
は
８
位
に
入
賞
し
、
女
子
総
合
４
位

と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
鷹
巣
農
林
高
校
と
米
内
沢
高
校
の
主
な
成
績
】 

■
男
子
15
キ
ロ
フ
リ
ー
　
１
位
／
近
藤
大
仁
　
４
位
／
八
幡
竹
之 

■
男
子
10
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
　
１
位
／
近
藤
大
仁
　
９
位
／
鈴
木
　
匠 

■
複
　
合
　
　
　
　
　
　
７
位
／
加
賀
智
哉 

■
男
子
40
キ
ロ
リ
レ
ー
　
１
位
／
鷹
巣
農
林
高
校
（
鈴
木
　
匠
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
岐
章
公
、
八
幡
竹
之
、
近
藤
大
仁
） 

■
男
子
学
校
対
抗
　
　
　
１
位
／
鷹
巣
農
林
高
校
　
得
点
47 

■
女
子
10
キ
ロ
フ
リ
ー
　
１
位
／
高
堰
美
里 

■
女
子
５
キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
　
２
位
／
高
堰
美
里 

■
女
子
15
キ
ロ
リ
レ
ー
　
８
位
／
米
内
沢
高
校
（
高
堰
樹
里
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
堰
美
里
、
伊
藤
史
織
） 

■
女
子
学
校
対
抗
　
　
　
４
位
／
米
内
沢
高
校
　
得
点
23
 

悲
願
の
男
子
リ
レ
ー
初
Ｖ
　
米
内
沢
は
８
位 

鷹
巣
農
林
高
２
年 

近
藤
大
仁
君 

 

多くの市民から祝福を受けながら鷹巣駅前銀座通り商店街をパレードする鷹巣農林高校の選手たち 

男子15キロフリー　　１位

男子10キロクラシカル　１位　

女子10キロフリー　　１位　

女子５キロクラシカル　２位　

米
内
沢
高
１
年 

高
堰
美
里
さ
ん 

 

ひ
ろ
と 

み
　
り 
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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA

　
中
央
公
民
館
ほ
か
、
鷹
巣
地
区
の
６
つ
の
地
区
公
民
館
の
約
２
５
０
人
の
受

講
生
ら
が
参
加
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
習
と
交
流
を
深
め
ま
し
た 

　
家
に
こ
も
り
が
ち
な
冬
も
、学
ぶ

心
は
ホ
ッ
ト
に
…「
冬
期
講
座
」 

　平成１９年度

鷹巣地区公民館

まつりが１月２０

日（日）、市中央

公民館で開かれ、

公民館講座の受講や

自主活動を行っている

参加者が、講演会や活動の成

果発表など多彩なプログラムで学習と交流を深めま

した。 

　参加者は、中央公民館のほか綴子、坊沢など地区

公民館６館で活動している講座受講生、サークル活

動の会員など約２５０人。 

　はじめに、「北秋田市は美食の街」と題し、県職員（北

秋田地域振興局在職）で、地域の食の文化作り活動な

どに取り組まれている佐藤重任氏の講演に耳を傾け

ました。 

　佐藤氏は、一時フランス料理人を目指したユニー

クな経験などをもとに、「北秋田市には比内地鶏や山

の芋をはじめ、セリ、ゴボウ、シシトウ、そばなど

豊かな食材がたくさんある。これらを活用してまち

づくりにつなげましょう」と参加者へ呼びかけました。 

　午後の演示部門は各公民館から計９団体から活動

の成果を披露。坊沢ゴリエアロをトップバッターに、

綴子舞踊サークル、中央公民館唱歌を歌う会、沢口

舞踊講座、七日市健康体操とレクダンス、綴子公民

館唱歌を楽しむ講座、七日市新舞踊、栄健康体操講座、

鳳は鷹巣消費者の会「ザ・ストップ悪徳商法」の寸劇

で締めくくりました。 

　また、館内には押し花や洋裁・手芸などの講座生

の作品も展示され、訪れた人たちは、心をこめて作

られた作品の数々に見入っていました。 

 

しげとう 

講演と活動成果発表で交流

鷹巣地区公民館まつり 

▼ 

冬にも学びと交流の場を

阿仁公民館「冬期講座」 

▼ 

こん　しんさく 

　
県
の
生
涯
学
習
事
業
﹁
あ
き
た
県
民
カ

レ
ッ
ジ
特
別
公
開
講
座
﹂
が
１
月
27
日
︵
日
︶、

市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
市
民
約
１

０
０
人
が
、﹁
昔
語
り
﹂
や
﹁
猿
倉
人
形
芝

居
﹂
等
の
民
俗
芸
能
実
演
を
楽
し
ん
だ
あ

と
、
人
形
の
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
の
専

門
家
に
よ
る
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊  

　
講
座
で
は
は
じ
め
に
、「
昔
語
り
」と
し

て
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま
び
こ
の
小
林

玲
子
さ
ん
が
民
話「
花
咲
き
山
」、
小
坂
和

子
さ
ん
が「
す
ず
め
っ
こ
の
話
」を
昔
な
が

ら
の
秋
田
弁
の
語
り
口
で
朗
読
し
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
吉
田
千
代
勝
一
座
に
よ
る

「
猿
倉
人
形
芝
居
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
演
題
は
「
大
蛇
退
治
」
、「
鬼
神

の
お
松
」
、「
貫
徹
和
尚
の
傘
踊
り
」
の
３

題
で
、
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
秋
田
弁
の
セ
リ

フ
回
し
や
、
迫
力
あ
る
大
蛇
と
の
大
立
回

り
、
鬼
神
の
お
松
の
七
変
化
等
、
人
形
操

法
の
特
徴
を
活
か
し
た
素
早
く
、
激
し
く

そ
し
て
曲
芸
的
な
や
り
取
り
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
受
講
者
ら
は
昔
懐
か
し
い
人
形

絵
巻
に
満
場
の
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
猿
倉
人
形
芝
居
は
、
明
治
時
代
に
由
利

郡
鳥
海
町
（
現
由
利
本
荘
市
）
出
身
の
池

田
与
八
（
吉
田
若
丸
）
が
江
戸
時
代
か
ら

続
く
文
楽
な
ど
の
人
形
芸
を
基
礎
に
、
独

自
の
工
夫
を
加
え
て
創
案
し
た
人
形
芝
居

で
す
。
か
つ
て
は
「
秋
田
人
形
」
あ
る
い

は
、
与
八
の
出
身
地
か
ら
「
百
宅
人
形
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
名

称
は
与
八
の
弟
子
で
活
発
な
活
動
を
お
こ

な
っ
た
真
坂
藤
吉
（
吉
田
勝
若
）
の
出
身

地
で
あ
る
猿
倉
に
由
来
し
ま
す
。 

　
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
は
全
国
各
地
で

興
行
し
ま
し
た
。
神
社
や
お
寺
の
祭
典
、

農
村
で
は
民
家
の
座
敷
と
ど
こ
で
も
行
え

る
た
め
、
大
衆
娯
楽
と
し
て
大
変
な
人
気

を
博
し
た
と
い
い
ま
す
。 

　
藤
吉
に
は
弟
子
が
お
り
、
吉
田
千
代
勝

一
座（
北
秋
田
市
）、
鈴
木
栄
太
郎
一
座（
羽

後
町
）
、
木
内
勇
吉
一
座
（
由
利
本
荘
市
）

の
３
座
は
昭
和
49
年
に
秋
田
県
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
民
俗
芸
能
実
演
の
あ
と
、
秋
田
県
民
俗

学
会
事
務
局
長
の
齋
藤
壽
胤
氏
に
よ
る「
人

形
の
民
俗
〜
形
代
か
ら
人
形
芝
居
ま
で
」

と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
、
人
々
の
暮
ら

し
や
信
仰
な
ど
に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た

人
形
の
原
点
や
そ
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て

学
習
し
ま
し
た
。 

    

　「
マ
タ
ギ
の
里
」と
し
て
知
ら
れ
る
北

秋
田
市
。
テ
レ
ビ
で
は
見
た
こ
と
が
あ

る
け
れ
ど
、
よ
く
知
ら
な
い
…
そ
ん
な

君
た
ち
へ
。 

　
狩
人「
マ
タ
ギ
」が
教
え
て
く
れ
る
冬

の
里
山
で
の
活
動
を
体
験
し
て
み
よ
う
！

熊
牧
場
で
は
、
生
ま
れ
た
て
の
子
グ
マ

に
も
会
え
る
よ
。 

期
　
日
　
２
月
24
日（
日
） 

時
　
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時  

対
　
象
　
市
内
小
学
生
20
名（
先
着
順
） 

場
　
所
　
阿
仁
ク
マ
牧
場
と
そ
の
周
辺 

内
　
容
　
マ
タ
ギ
体
験 

　
▽
ク
マ
牧
場
で
冬
眠
中
の
熊
を
見
学 

　
▽「
マ
タ
ギ
鍋
」を
食
べ
て
み
よ
う 

　
▽「
か
ん
じ
き
」体
験
　
ほ
か 

※
市
の
バ
ス
で
、
午
前
８
時
30
分
に
中

央
公
民
館
を
出
発
し
、
途
中
停
車
し
な

が
ら
、
現
地
に
向
か
い
ま
す
。
時
間
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

参
加
料
　
無
料 

持
ち
物
　
防
寒
着
、
お
に
ぎ
り
ほ
か 

◎
問
合
せ 

▽
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
中
央
公

民
館
２
階
）
�

62-

６
６
１
８ 

県
生
涯
学
習
事
業
「
あ
き
た
県
民
カ
レ
ッ
ジ
特
別
公
開
講
座
」 

本
物
の
﹁
マ
タ
ギ
﹂
か
ら
学
ぼ
う
！

昔

語

り

猿
倉
人
形
芝
居

地
域
に
伝
わ
る
民
俗
文
化
を
学
び
、
楽
し
む

こ
ど
も
マ
タ
ギ
体
験
講
座

 

▲吉田千代勝一座（杉渕栄二座長）による猿倉人形芝。

一人で２体の人形を同時に操る伝統芸です。 

▲朗読ボランティア「やまびこ」の皆さんは「昔語り」

を披露。民話を懐かしい響きの秋田弁で語りました。 

 

じ
ゅ
い
ん 

 

き
し
ん 

 

も
も
や
け 

 

と
う
き
ち 

 

ま
さ
か 

 

か
つ
わ
か 

 

わ
か
ま
る 

 

き
の
う
ち 

 

か
ん
て
つ
お
し
ょ
う 

◆

　阿仁公民館では、家にこもりがちな冬でも公民館

で気軽に学び、交流ができるようにと、１月から「冬

期講座」を開催しています。 

　１月２２日は、金新佐久氏を講師に迎え「なつかし

の歌っこ」を開催し、「雪の降る町を」など懐かしい唱

歌や童謡などをピアノ伴奏で、のびのびと歌いました。 

　腹の底から大声をだすことは、体にも良くストレ

ス解消にもつながります。「上手に歌うことは二の次、

楽しくウキウキ歌うことが一番！」と大好評でした。

この講座を皮切りに、３月まで編物・着付け・料理（巻

き寿司）などの講座が予定されています。この冬も、

受講生の学ぶ意欲は、厳しい寒さをも凌ぐ勢いのよ

うです。 
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■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　坊沢公民館　和紙のおり絵 

２・17（日）親子で作ろう中国の家庭料

理講座＝9:30～13:30 

３・７（金）鷹巣地区公民館定期講座「閉

講のつどい」＝18:00～20:50 

８（土）「トライあんぐる」◆みんなでお

やつ作り！＝9:00～12:00 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　あじさいグループ（～17日）

パッチワーク金木犀の会（18日～） 

21（木）第２回ろばた講座＝13:30～15:30 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　 

北秋田市芸術文化協会森吉支部展（～29日） 

18（月）・19（火）エコクラフト講座第2弾

＝9:30～16:00 

19（火）～21（木）パソコン教室（エクセ

ル初級）＝13:00～15:30 

28（木）コサージュ作り教室＝10:00～12:00 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

【ロビー展】　高田閑生洋画展（市阿仁出身） 

16（土）げんきにあそぼ！＝9:00～13:00 

20（水）婦人会健康作り交流会＝10:00～12:00 

21（木）着付教室＝13:30～15:00 

22（金）ふるさと☆食のつどい＝9:00～13:30 

23（土）親子一緒に桜餅作り＝9:30～12:00 

25（月）ミニお雛様作り講座＝10:00～14:00 

■文化会館
▼2・23（土）市読書感想文コンクール表

彰式＝9:30～／市体育協会スポーツ賞

表彰式＝14:00～ 

▼2・24（日）夢、友、絆2007水害救済チャ

リティーショー＝12:00～＝料2500円 

■スポーツ 
▼17（日）市民プール無料開放日＝10:00～17:00 

▼２・2３（土）～24（日）第43回大館・北

秋田スキー米内沢大会＝米内沢スキー場 

▼24（日）第28回県民歩くスキーのつど

い＝北欧の杜公園 

■
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
教
室 

日
時
　
２
月
28
日（
木
）　
10
時
〜
12
時 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
菊
地
洋
子
さ
ん 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
裁
縫
道
具
、
も
の
さ
し
、
鉛

筆 定
員
　
15
名（
先
着
順
）
　 

申
込
締
切
　
２
月
22
日（
金
） 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９ 

■
ひ
な
ま
つ
り 

　
　
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座 

日
時
　
３
月
１
日（
土
）９
時
30
分
〜
13
時 

場
所
　
市
中
央
公
民
館
調
理
室 

講
師
　
田
村
弘
子
さ
ん（
料
理
研
究
家
） 

内
容
　
ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
料
理

３
品
を
親
子
で
作
り
ま
す
（
①
チ
ラ
シ

寿
司
②
ハ
マ
グ
リ
の
お
吸
い
物
③
ヨ
ー

グ
ル
ト
の
変
わ
り
白
酒
風
） 

対
象
　
小
学
生
以
上
と
保
護
者（
祖
父
母
可) 

材
料
費
　
親
子
１
組
１
５
０
０
円
程
度

※
子
ど
も
１
人
増
に
つ
き
５
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具 

定
員
　
15
組（
先
着
順
）
　 

申
込
締
切
　
２
月
25
日（
月
） 

問
合
せ
　
市
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

■
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ
ル
初
級
） 

日
時
　
２
月
19
日（
火
）〜
21
日（
木
） 

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
森
吉
公
民
館
職
員 

内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た 

　
　
　
　
　
簡
単
な
表
作
成
や
表
計
算 

対
象
　
文
字
入
力
、マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方 

参
加
費
　
無
料
　
定
員
　
11
人（
先
着
順
） 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
メ
モ
用
紙
等
　 

問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
�

72-

３
２
５
９ 

■
第
２
回
合
川
ろ
ば
た
講
座 

日
時
　
２
月
21
日（
木
） 

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

場
所
　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
山
田
博
康
氏 

内
容
　「
阿
仁
の
風
土
に
生
き
る
」 

問
合
せ
　
合
川
公
民
館
�

78-

２
１
１
４ 

■
マ
タ
ギ
の
湯
・
資
料
館
等
臨
時
休
業 

休
業
日
　
２
月
21
日（
木
） 

休
業
施
設
　
打
当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
／

マ
タ
ギ
資
料
館
／
農
業
者
健
康
管
理
施
設 

問
合
せ
　
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
㈱ 

　
　
　
　
　
�

84-

２
４
５
８ 

■
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集 

　
県
の
施
策
に
対
す
る
ご
意
見
を
県
政

の
推
進
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
県
政

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集

定
員
は
１
０
０
名
で
す
。 

①
氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
年
齢
⑤

性
別
⑥
職
業
⑦
応
募
動
機
及
び
県
政
で

関
心
の
あ
る
事
柄
（
４
０
０
字
程
度
）
等

を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
締

切
は
３
月
３
日
（
月
）
で
す
。
応
募
資
格

等
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
県
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー 

　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

１
０
７
１ 

■
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
改
修 

　
　
　
　
無
料
相
談
会 

日
時
　
２
月
24
日（
日
）　
10
時
〜
16
時 

場
所
　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
セ
ン
タ
ー
大
館
店 

問
合
せ
　
県
建
設
交
通
部
建
築
住
宅
課 

　
　
�

０
１
８-

８
６
０-

２
５
６
５ 

■
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
掛
金
等

　
　
　
　
　
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す 

　
秋
田
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
金
制

度
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
、
掛
金
等
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
加
入
す
る

方
で
、
改
正
前
の
現
行
掛
金
が
適
用
さ
れ

る
た
め
の
特
例
措
置
も
あ
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
県
福
祉
環
境
部
調
整
障
害
班 

　
　
　
　
　
�

62-

１
１
６
５ 

　
　
　
　
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課 

　
　
　
　
　
�

62-

１
１
１
３ 

■
地
域
ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
パ
ー
ト
１ 

日
時
　
３
月
８
日（
土
） 

　
　
　
12
時
30
分
〜
15
時 

場
所
　
県
庁
第
２
庁
舎
８
階
大
会
議
室 

内
容
　
「
地
域
を
支
え
る
在
宅
ケ
ア
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う 

申
込
締
切
　
２
月
29
日（
金
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　
県
福
祉
政
策
課
　

　
�

０
１
８-

８
６
０-

１
３
６
２ 

■
自
動
車
登
録
手
続
き
は
お
早
め
に 

　
年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動
車
検
査

登
録
の
窓
口
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

特
に
３
月
中
旬
以
降
は
、
課
税
基
準
日（
４

月
１
日
）前
に
名
義
変
更
や
抹
消
登
録
手

続
等
の
増
加
に
よ
り
、
長
時
間
お
待
ち

い
た
だ
く
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
混
雑

前
に
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
合
せ
　
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局 

　
　
�

０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
２ 

■
自
衛
官
追
加
募
集 

募
集
内
容
　
２
等
陸
・
海
・
空
士 

応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子
 

受
付
締
切
　
２
月
22
日（
金
） 

試 

験 

日
　
３
月
２
日（
日
） 

身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

問
合
せ
　
自
衛
隊
大
館
出
張
所
 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

１
３
９
８

■
国
の
教
育
ロ
ー
ン 

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
な
ど
に
入
学
、

在
学
さ
れ
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご

家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
制
度
で
す
。 

融
資
額
　
学
生
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内 

利
　
率
　
年
２
・
５
％（
１
月
18
日
現
在
） 

問
合
せ
　
国
民
生
活
金
融
公
庫
大
館
支
店 

　
　
　
　
�

０
１
８
６-

42-

３
４
０
７ 

お
知
ら
せ 

日時　２月27日（水） 13:30～15:00 

場所　市保健センター 

講演　「ちょっと気になる生活習慣病の話」 

　　 ～メタボリックシンドロームについて 

講師　津谷泰夫氏（津谷内科院長） 

※バスの送迎があります。時間につ

いては下記まで 

問合せ　市保健センター 

　　　　�６２－６６６６ 

すこやか健康講座 

むし歯のない子（３歳児健診） 

中 嶋 な み  

松 岡 あ や と  

岩 本 し ゅ ん  

三 沢 な お  

中 嶋 ほ の か  

長 崎 ま ひ ろ  

鎌 田 り こ  

木 村 た か し  

小 林 ひ ろ き  

篠 原 ゆ う  

佐 藤 こ う た  

戸 嶋 か え で  

塚 田 な な こ  

小 塚 な つ き  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

脇 神  

鷹 巣  

坊 沢  

綴 子  

前 山  

舟 場  

七 日 市  

舟 場  

舟 見 町  

宮 前 町  

糠 沢  

坊 沢  

東 中 岱  

南 鷹 巣  

鷹巣会場 

―　健康づくり標語　― 

「健康長寿の北秋田

笑顔ほころぶ健康づくり」

水道水質検査計画の公表 
　市水道課では、定期的に水道水の

水質検査を行っています。この水質

検査の場所や頻度をまとめたものが

水質検査計画です。平成20年度の

水質検査計画を公表（閲覧）します。 

閲覧期間　３月３日（月）～３月３１日（月） 

※8:30～17:00　月曜日～金曜日（祝祭日除く） 

閲覧場所・問合せ　 

     市水道課　�６２－６６３７ 

市民プール　３月の教室
◎問合せ　�６２－５００１ 

初級水泳教室 

スキンダイビング教室 

内　容 
マスク・フィン・シュノーケルを使っ

てスキンダイビングを体験します。

（ボンベは使いません） 
泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと

思っている方まで、親切丁寧に指導します。 

一緒に練習して大

会出場を目指しま

しょう。細かい

フォームも指導し

ます。 

水中で気持ちよく

全身を動かし軽い

体操や水中で歩行

等をします。アク

アビクスもやります。 

成人水泳教室 

４・11・18・25 期　日 

時　間 

６・13・20・27 

14：00～15：00 16：00～17：00

中級水泳教室 

６・13・20・27 

14：00～15：00

講習料 各教室　月４回　３,０００円 

上級水泳教室 

内　容 

４・７・11・14 
18・21・25・28

期　日 

時　間 18：00～19：30

健康教室 

14：00～15：00

講習料 

ストレッチング教室 

10:45～12:00 13:45～15:00

備　考 

プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑必要
／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券等も使え
ます）※一人各教室１回の無料体験ができます 

筋肉をバランス良く

伸し、緊張をほぐし

て血液の循環を良く

し、肩こり、腰痛の

改善・予防をします。 

５・12・19・26 

14：00～15：00

４・７・11・14 
18・21・25・28

５・12 
19・26

６・13 
20・27

各教室　月４回３，０００円　／　月８回５，０００円 

高齢者 
健康体操 

歩く、立つ、

座る等の動作

の維持と向上。

イスを使って

楽しく運動。 

５・12 
19・26

14：00～15：00

月４回３，０００円 

営業時間 10:00～21:00 定休日 月曜日 
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 
▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

お
二
人
の
前
途
を 

　
　
　
　
祝
福
し
ま
す 

小

笠

原
　

昌
　

 

後

藤

木

綿

子

 

あ
き
ら
　 

ゆ

う

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

綴
子
大
畑
 

合

川

 

（ 

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

佐

藤

春

佳

 

安

保

快

人

 

佐

藤

悠

月

 

藤

嶋

千

畝

 

佐

藤

香

菜

 

三

浦

夢

希

 

三

浦

昊

大

 

松

岡

恋

雪

 

武

石

永

輝

 

小

田

 

坊
沢
街
道
町

 

吉
ヶ
沢
 

松
ヶ
丘
 

木
戸
石
 

三
木
田
 

米
内
沢
駅
前

 

米
内
沢
駅
前
 

川

向

 

長
女
 

長
男
 

長
女
 

長
女
 

二
女
 

長
女
 

長
男
 

長
女
 

長
男
 

和
春
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■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
１
月
》 

　
慶
弔
費
２
万
円（
２
件
）▽
会
費
20
万
６
７

５
８
円（
33
件
）▽
そ
の
他
１
万
６
３
９
８
円

（
３
件
）▽
合
計
24
万
３
１
５
６
円（
38
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

■
入
札
結
果
の
公
表《
１
月
》 

　
　
　《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
道
路
災
害
復
旧
工
事（
市
道
大
野
岱
桂
瀬

線
）▽
３
１
１
万
８
５
０
０
円
▽
(名)
細
田
組

／
〔
同
〕（
市
道
羽
根
山
沢
線
）
▽
６
０
６
万

９
０
０
０
円
▽
㈲
喜
組
／〔
同
〕（
市
道
李
岱

川
井
線
）▽
８
１
３
万
７
５
０
０
円
▽
㈲
宗

和
／〔
同
〕（
市
道
吉
田
小
様
線
※
19
災
３
７

２
号
）▽
５
３
２
万
３
５
０
０
円
▽
㈱
松
岡

組
／〔
同
〕（
市
道
吉
田
小
様
線
※
19
災
３
７

３
号
）▽
４
１
８
万
９
５
０
０
円
▽
古
河
林

業
土
木
㈱
／〔
同
〕（
市
道
荒
瀬
川
線
）▽
３

３
８
万
１
０
０
０
円
▽
㈲
鈴
謙
／〔
同
〕（
市

道
湯
口
内
線
）▽
３
９
６
万
９
０
０
０
円
▽

㈱
上
杉
組
／〔
同
〕（
市
道
中
畑
〜
葛
黒
線
）

▽
３
２
３
万
４
０
０
０
円
▽
㈲
千
葉
建
設

／
浦
田
地
区
災
害
関
連
農
村
生
活
環
境
施

設
復
旧
事
業
▽
９
４
５
万
円
▽
秋
田
土
建

㈱
／
前
田
地
区〔
同
〕※
４-

１
９
７
号
▽
２

５
０
９
万
５
０
０
０
円
▽
秋
田
土
建
㈱
／

木
戸
石
地
区〔
同
〕▽
８
９
２
万
５
０
０
０

円
▽
三
光
テ
ク
ノ
㈱
大
館
営
業
所
／
西
地

区〔
同
〕▽
１
０
０
８
万
円
▽
扶
桑
建
設
工

業
㈱
仙
台
支
店
／
増
沢
地
区〔
同
〕▽
３
０

２
万
４
０
０
０
円
▽
大
館
桂
工
業
㈱
北
秋

田
営
業
所
／
前
田
地
区〔
同
〕※
４-

単
８
号

▽
３
２
７
万
６
０
０
０
円
▽
大
館
桂
工
業

㈱
北
秋
田
営
業
所
／
流
雪
溝
取
水
口
災
害

復
旧
工
事（
鋼
製
ス
ラ
イ
ド
ゲ
ー
ト
）▽
３

０
８
万
７
０
０
０
円
▽
東
光
鉄
工
㈱ 

お
知
ら
せ 

　昨年１２月から、大館市内を中心に麻しん（はしか）の集団

発生が報告され、１月に入り北秋田市管内でも現在７人の罹

患者を確認しています。麻しんは非常に感染力が強く蔓延の

恐れがあります。麻しんの予防接種を受けていない方は早急

に受けていただきますようお願いいたします。 

　北秋田市では、麻しんに関する予防接種を一度も受ける機

会のない乳児を対象に、一部市の補助で予防接種を実施します。 

【北秋田市任意麻しん緊急予防接種の補助について】 

実施期間：２月２９日（金）まで 

対　　象：①生後６か月～生後１２か月未満 

②２歳～５歳までの未接種者 

③北秋田市に住所のある小・中学生、高校生相当の年

齢のうち、麻しんに罹患したことがなく、今まで一

度も麻しんに関する予防接種を受けていない方。 

実施方法：実施医療機関にて「麻しん風しんＭＲ混合ワクチン」を接種します。 

実施医療機関：指定医療機関（事前に電話で予約してください） 

料　　金：自己負担額　6,400円（領収書は必ず保管してください） 

　　　（接種料金9,600円のうち3分の1（3,200円）を市で補助） 

持　　物：母子健康手帳、健康保険証、自己負担金 

問 合 せ：市保健センター　�６２－６６６６ 

大館・北秋田地区～麻しん（はしか）が流行しています！ 

人口と世帯数

※1月31日現在住民基本台帳による 

総人口　39,147人（54人減） 

　男　　18,482人（33人減） 

　女　　20,665人（21人減） 

　出生　16人　転入　40人 

　死亡　54人　転出　59人 

世帯数  14,743世帯（18世帯減） 

前月比 

 

自分たちの街は、自分たちで守る

　北秋田市在住の18歳以上の皆さん、北秋

田市消防団に入りませんか？ 

・消防団とは、消防組織法に基づき市町村に

設置されている消防機関です 

・消防団員とは、消防本部の職員と同じく、

権限と責任を有する非常勤の地方公務員です 

・消防団員には、年額報酬や退職報償金（５

年以上勤務）、出動手当てが支給され、活動

中であれば公務災害補償等が受けられます 

・活動内容は、消火活動はもちろん、地震や

風水害など大規模災害時の救助・救出、警戒

巡視、避難　誘導、災害防御に当たるととも

に、平常時には、訓練や住民への広報活動等

の役割を果たします 

・消防団班長以上の経験が３年以上あると、

申請するだけで甲種防火管理者の資格を得る

ことができます 

◎問合せ　北秋田市消防本部  �６２－１１１９ 

 

 

消防団員募集

税の納期限 

2月29日まで
国民健康保険税 第８期 
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予防接種を受けましょう！ 

○日　時　３月５日（水） 13:00～16:30 

○場　所  市交流センター 

○講演内容　　 

　演題 『秋田スギからバイオエタノール』 

　講師 日清製粉㈱エコチームマネージャー　長谷川清氏 

　演題 『菜の花から秋田の農業・農村を元気にしよう！』 

　講師 県立大学生物資源科学部教授 佐藤了氏 

　演題 『菜の花と農地を活かした小坂の循環型社会づくり』 

　講師 小坂町産業課参事　近藤肇氏 

○参加費　無料 

○申込締切　２月２９日（金） 

○申込み・問合せ 

　北秋田地域振興局 �６２－１２５１ 

あきたバイオ燃料フォーラム 
～地域の活性化をめざして～ 

・除雪機械に雪が詰まったらエンジンを止め

てから排除しましょう。 

・屋根の雪下ろしは、命綱を必ず付けて転落

に注意しましょう。 

・作業はできるだけ２人以上で行いましょう。 

・屋根からの落雪、道路の凍結に注意しましょう。 

　　　　　北秋田市消防本部  �６２－１１１９ 

雪害事故防止のお願い

日 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29

曜 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

電話番号 

62－1455 

63－0105 

62－1155 

69－5300 

78－3338 

78－3161 

72－4501 

62－1400 

63－2700 

62－2261 

60－1055 

62－2882 

63－0515 

62－1146

医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

佐 々 木 産 婦 人 科 医 院  

近 藤 医 院  

毛利整形外科クリニック 

疋 田 外 科 内 科 医 院  

国民健康保険合川診療所 

公 立 米 内 沢 総 合 病 院  

石 川 耳 鼻 咽 喉 科 医 院  

たむら内科クリニック 

津 谷 内 科  

う え だ ク リ ニ ッ ク  

藤 原 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

奈 良 医 院  

　市では、皆様に配布した１年分の広報（１

月１日号～12月16日号）を保存版として

製本いたします。製本を希望される方は、

お手持ちの広報を広報情報課または各支

所企画総務課まで持参ください。 

申込期間　２月28日（金）まで 

費　用　７００円※製本は広報紙に限ります 

問合せ　広報情報課　�６２－６６０８ 

広報きたあきた保存版の作成を希望される方へ
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■期 日

■会 場

(土）

阿仁郷土文化保存伝承館

■主 催 異人館倶楽部（問）

■内 容 ・基調講演 講師：小林精一氏

・パネルディスカッション

２月２３日（土）

あ
に
あ
い 

国
道
１
０
５
号 

阿
仁
川 

至仙北・大仙 

至森吉・鷹巣 

●阿仁支所 

●阿仁合小学校 

キ
ャ
ン
ド
ル 

ス
ト
リ
ー
ト 

異人館★ 異人館★ 

内
陸
線 

阿仁銅山

鉱山フォーラム
◆近代化産業遺産認定記念◆

その保存と活用について

国指定重要文化財「異人館」国指定重要文化財「異人館」

　経済産業省が日本の近代化に貢献した工場や鉱

山などを選ぶ「近代化産業遺産」に認定された「阿

仁鉱山※」の保存と活用を考えるフォーラムが下

記のとおり開催されます。

※阿仁鉱山は延慶２年（１３０９年）阿仁金山として開発

されて以来、次々と銅山が開発され享保元年（１７１６年）

佐竹藩の産銅は全国第一位を占め、日本三大銅山の一つと

して全国的に名が知られていました。明治初期に官営鉱山

となり、明治末期から大正初期にかけて銅産出の最盛期に

あって、地域の発展に貢献した歴史があります。

１３：３０〜１６：３０

■日程ほか......

２月２２日（金）

３月６日（木）

・阿仁会場

・森吉会場

■お問い合せ　商工観光課��６２-６６３９

時間は両会場とも９：００〜１３：３０

（阿仁鉱山のドイツ人技師宿舎として使われた建物）

※参加は無料ですが、入館料３００円が必要です

ふるさと☆食のつどい
阿仁会場 森吉会場

[阿仁ふるさと文化センター]

[森吉コミュニティセンター]

▽地域で採れた食材を使った料理、伝統料理、家

庭料理などの展示▽米またはりんごを使ったアイ

デア料理▽実演料理、講演、試食

▽地域で採れた食材を使った料理、伝統料理、家

庭料理などの展示▽実演料理、講演、試食

※参加する方は、箸とおにぎりを持参してください。

�８２-２６００

　水無・銀山地区の約３キ

ロをろうそくの火でつなぐ

「スノーキャンドルストリー

ト」を今年も開催！みなさ

んも一緒にキャンドルをつ

くってみませんか。午後か

らは雪のすべり台等の遊び

場や出店も開設。ぜひ、ご

参加ください。

　水無・銀山地区の約３キ

ロをろうそくの火でつなぐ

「スノーキャンドルストリー

ト」を今年も開催！みなさ

んも一緒にキャンドルをつ

くってみませんか。午後か

らは雪のすべり台等の遊び

場や出店も開設。ぜひ、ご

参加ください。
スノーキャンドル作りに参加して下さる

方は、ろうそくとバケツを持参し、午後２

時３０分に、阿仁支所へ集合して下さい。

[ボランティア募集]

水無・銀山地区の通りにスノーキャンドルを作って、点灯します。水無・銀山地区の通りにスノーキャンドルを作って、点灯します。

スノーキャンドル作り‥

点　　灯‥‥‥‥‥

消　　灯‥‥‥‥‥

午後３時〜

午後５時〜

午後８時

２月２３日（土）�
阿仁水無・銀山地区

２月２３日（土）�
阿仁水無・銀山地区

スノーキャンドルストリート inあにスノーキャンドルストリート inあに

　 

観光案内所四季美館　�　７５－３１８８

●お問合せ●お問合せ

 

　地域の山菜・きのこ・農作物などの自然の恵みを

活かした料理や工夫された料理を持ち寄り、地域の

食の豊かさや良さを再発し継承していく機会とし

て開催します。

　料理を提供してくださる方（無償提供）をお待ち

しています。ご近所、ご友人をお誘い合わせのうえ

ご参加ください。

商工観光課　　　　　�　６２－６６３９ 




